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7,8番が、そして後半に大田佳弘氏の共演で交響的舞曲作品45が二台のピアノで演奏された。ソロ作品の演奏
は、申請者のラフマニノフ作品に対する真摯な姿勢、精神性の深さを感じさせる、地味ながらも内面的で完
成度の高い大変優れたものであった。また交響的舞曲は、ハーモニー的にもリズム的にも至難の大曲を終始
緻密なアンサンブルと繊細な音作りで描き切った傑出した演奏であった。論文と演奏を総合して、博士の学
位に相応しい優れた成果を挙げたものと認め、合格とする。 
